
Ｊ
Ａ
Ｌ
大
気
観
測
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
気
候
変
動
研
究
に
も
寄
与

　
大
量
の
排
出
ガ
ス
を
出
し
て
飛
ぶ
イ
メ
ー
ジ
か

ら
か
、
環
境
負
荷
の
大
き
い
乗
り
物
と
思
わ
れ
が

ち
な
航
空
機

※

。
だ
が
空
を
飛
ぶ
か
ら
こ

そ
可
能
と
な
る
環
境
貢
献
も
あ
る
。
日
本
航
空

Ｊ
Ａ
Ｌ

な
ど
が
参
画
す
る
「
大
気
観
測
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
大
気
圏
内
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
動
き
を
明
ら
か
に
し
、
気
候
変
動
の
研
究
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
。

大気圏内での温室効果ガスの動きを把握するフィー
ルド・ワークには航空機が欠かせない（イメージ

加速するＣＯ２の増加

ボーイング７７７後方貨物室側
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▲
大
気
観
測
用
装
置
を
搭
載

し
た
ボ
ー
イ
ン
グ
７
７
７
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ

の
ロ
ゴ
も
入

っ
て
い
る

Ｊ
Ａ
Ｌ
提
供

　
日
本
に
続
き
欧
州
で
も
、

年
か
ら
同
様
の
大
気
観
測

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ

た
。
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
英
国
、
フ

ラ
ン
ス
の
研
究
機
関
や
大

学
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
・
グ
ル

ー
プ
や
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ

エ
ア
バ

ス
な
ど
の
親
会
社

と
い
っ

た
航
空
関
連
企
業
な
ど
が
参

画
。
エ
ア
バ
ス
「
Ａ
３
４

０
」
の
貨
物
コ
ン
テ
ナ
に
観

測
装
置
を
取
り
付
け
、
フ
ロ

ン
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質
や

温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
、

種

類
以
上
の
ガ
ス
を
分
析
し
て

い
る
。

　
日
欧
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
観
測
領
域
も
異
な
り
「
そ

れ
ぞ
れ
の
死
角
を
カ
バ
ー
し

合
う
こ
と
で
、
非
常
に
優
れ

た
全
球
的
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
」

国
立
環
境
研
究
所

と
し

て
連
携
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
航
空
機
が
果
た
す
環
境
貢

献
は
、
決
し
て
小
さ
く
な

い
。

※例えばトヨタ自動車「アクア」
の燃費は、１ あたり 。ホ
ンダ製「インサイト」は同
各社ウェブサイトより、 モ
ード 一方、エミレーツ航空の環
境レポートによると、総２階建て
の超大型旅客機エアバス「Ａ
」の燃費は、同 。最新旅
客機の燃費性能は、実は日本製ハ
イブリッド・カーにも匹敵する。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
影
響
を

調
べ
る
に
は
、
地
上
か
ら
上

空
ま
で
広
範
囲
で
大
気
の
サ

ン
プ
ル
を
採
取
し
、
ガ
ス
の

濃
度
分
布
や
時
間
的
な
変
動

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
大
気
圏
内
全
体
が

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

現

場

と
な
り
、
航
空
機
の
利

用
が
欠
か
せ
な
い
。

　
従
来
の
採
取
活
動
は
チ
ャ

ー
タ
ー
機
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、
大
気
観
測
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
定
期
便
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
継
続
的

か
つ
広
域
に
わ
た
る
デ
ー
タ

収
集
を
実
現
し
た
。
民
間
定

期
航
空
便
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
継
続
的
な
デ
ー
タ
収

集
は
世
界
初
の
取
り
組
み
と

い
う
。

　
こ
の
大
気
観
測
は
、
１
９

９
３
年
か
ら
日
航
財
団
と
Ｊ

Ａ
Ｌ
が
気
象
庁
気
象
研
究
所

と
共
同
で
行
っ
て
き
た
が
、

２
０
０
５
年
か
ら
は
国
立
環

境
研
究
所
と
航
空
機
部
品
メ

ー
カ
ー
の
ジ
ャ
ム
コ
も
加
わ

る
連
携
事
業
へ
と
拡
大
。
環

境
省
お
よ
び
国
立
極
地
研
究

所
の
予
算
を
も
と
に
推
進
し

て
い
る
。

年
９
月
現
在
、

５
機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
「
７
７

７
―
２
０
０
Ｅ
Ｒ
」
に
専
用

装
置
を
搭
載
し
、
大
気
サ
ン

プ
ル
の
採
取
と
、
大
気
中
の

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

濃

度
を
連
続
測
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
大
気
サ
ン
プ
ル

の
採
取
は
自
動
大
気
サ
ン
プ

リ
ン
グ
装
置
を
使
い
、
事
前

に
設
定
し
た
航
路
上
の
任
意

の
地
点
で
実
施
す
る
。
装
置

は

本
の
フ
ラ
ス
コ
を
備

え
、
最
大

地
点
で
の
採
取

が
可
能
。
採
取
し
た
大
気

は
、
つ
く
ば
の
国
立
環
境
研

究
所
で
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
複
数

種
類
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃

度
な
ど
が
測
定
さ
れ
る
。

　
一
方
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
の
連
続
測
定
は
、
エ
ン

ジ
ン
経
由
で
エ
ア
コ
ン
用
に

取
り
込
ん
で
い
る
空
気
の
一

部
を
流
用
し
、
Ｃ
Ｏ
２
濃
度

連
続
測
定
装
置
に
よ
っ
て
行

っ
て
い
る
。
同
装
置
は
フ
ラ

イ
ト
中
、

秒
―

秒
置
き

に
自
動
測
定
す
る
。
離
陸
時

と
着
陸
時
に
も
デ
ー
タ
取
得

を
続
け
る
の
で
、
出
発
地
と

到
着
地
で
は
高
度
別
に
Ｃ
Ｏ

２
の
分
布
を
把
握
で

き
る
。
測
定
デ
ー
タ

は
装
置
内
に
蓄
積

し
、
１
―
２
カ
月
ご

と
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

さ
れ
て
、
国
立
環
境

研
究
所
に
送
ら
れ

る
。

　
２
種
類
の
装
置
は

い
ず
れ
も
、
航
空
機

の
ラ
バ
ト
リ
ー

化

粧
室

の
製
造
で
世

界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を

持
つ
ジ
ャ
ム
コ
が
、

国
立
環
境
研
究
所
や

気
象
研
究
所
な
ど
の

協
力
の
下
で
開
発
・

製
造
し
た
。
装
置
を

搭
載
す
る
た
め
の
Ｊ

Ａ
Ｌ
機
の
改
修
は
、

ジ
ャ
ム
コ
と
Ｊ
Ａ
Ｌ

が
手
が
け
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

年

か
ら

年

月
ま
で
に
、
延

べ
約
６
０
０
０
フ
ラ
イ
ト
を

実
施
。
世
界

空
港
で
の
１

万
１
５
０
０
件
以
上
の
大
気

鉛
直
方
向
分
布
を
含
む
膨
大

な
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
き

た
。
地
上
で
排
出
さ
れ
た
Ｃ

Ｏ
２
が
大
気
中
に
ど
う
拡
散

し
て
い
く
の
か
、
従
前
は
理

論
の
域
を
出
な
か
っ
た
が
、

デ
ー
タ
に
よ
っ
て
実
際
の
動

き
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。

　
「
重
要
な
発
見
の
一
つ
は

工
業
地
帯
で
も
大
洋
上
で

も
、
北
半
球
で
も
南
半
球
で

も
、
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
が
同
じ
よ

う
に
毎
年
増
加
し
て
い
る
と

分
か
っ
た
こ
と
と
、Ｊ
Ａ
Ｌ

総
務
部
ス
タ
ッ
フ
は
語
る
。

　
東
西
方
向
の
地
球
の
大
気

は
１
―
２
週
間
で
混
ざ
り
合

い
、
南
北
各
半
球
内
で
の
緯

度
方
向
に
は
１
―
２
カ
月
で

混
ざ
り
合
う
。
さ
ら
に
南
半

球
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
は
、
北
半

球
の
１
年
遅
れ
で
同
じ
濃
度

に
な
る

南
北
半
球
の
大
気

も
、
約
１
年
で
混
ざ
り
合
っ

て
し
ま
う

。

　
偏
西
風
や
貿
易
風
、
極
低

温
の
南
北
両
極
と
高
温
の
赤

道
と
の
間
の
大
規
模
循
環
、

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
や
ラ
ニ
ー
ニ

ャ
を
も
た
ら
す
大
気
循
環
の

変
動
な
ど
、
多
様
で
複
雑
な

大
気
の
動
き
が
絡
ま
っ
て
、

私
を
含
め
、
だ
れ
か
が
出

し
た
Ｃ
Ｏ
２

を
、
世
界
中

の
人
間
の
頭
上
に
広
め
て
い

る
。

　
ま
た
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
増
加

速
度
そ
の
も
の
も
、
観
測
初

期
に
比
べ
て
加
速
し
て
お

り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
放
出
源

大

都
市
や
工
業
地
帯
な
ど

か

ら
離
れ
た
上
空
で
も
加
速
し

て
い
る
。
増
加
速
度
が
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
や
ラ
ニ
ー
ニ
ョ
と

い
っ
た
気
象
現
象
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
も
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
成
果
は
世
界
中

の
研
究
者
に
よ
っ
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。


